
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 １１月号 

所長  棚原 歩 

令
和
六
年
度 

全
国
教
育
研
究
所
連
盟
研
究

協
議
会(

福
井
大
会)

報
告 

 

那
覇
市
立
教
育
研
究
所 

指
導
主
事 

下
地
達
也 

    

 
 

 

 

②
「
多
様
な
専
門
性
を
有
す
る
質
の
高
い
教
職
員
集

団
」
の
形
成 

学
校
組
織
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
や
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
、
心
理
的
安
全
性
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化

は
、
教
育
現
場
の
安
定
性
と
革
新
性
を
両
立
さ
せ
る

た
め
に
重
要
で
あ
る
。
多
様
な
専
門
性
を
持
つ
教
職

員
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
教
育
環
境

が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
心
理
的
安
全
性
の
確
保
は
、

教
職
員
が
安
心
し
て
意
見
を
述
べ
、
創
造
的
な
解
決

策
を
模
索
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
。 

③
「
教
職
志
望
者
の
多
様
化
」
「
教
師
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
の
変
化
を
踏
ま
え
た
育
成
と
安
定
的
な
確

保
」 

多
様
な
教
職
志
望
者
へ
対
応
す
る
た
め
教
職
課
程

の
柔
軟
性
の
向
上
や 

産
休
・
育
休
取
得
者
の
増

加
、
定
年
延
長
な
ど
教
師
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変

化
を
前
向
き
に
捉
え
、
採
用
や
配
置
等
を
工
夫
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

Ⅱ
〈
も
う
一
歩
先
へOne step further

〉 

「
協
働
す
る
専
門
職
」
か
ら
「
協
創
す
る
専
門

職
」
へ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
従
来
の
協
働
は
、
専
門
職
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
協
力
す
る
形
態
だ
が
、
協

創
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
異
な
る
専
門
性
を
持
つ

教
職
員
が
共
に
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
教
師
が
同
僚
や
子
ど
も
た
ち
、
地
域
の

人
と
も
協
働
し
な
が
ら
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

し
、
教
え
る
こ
と
へ
の
誇
り
や
喜
び
、
楽
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
と
考
え
る
。 

 

〈
所
感
〉 

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
向
か
う
先
と
し

て
、
児
童
生
徒
と
同
じ
よ
う
に
我
々
教
師
も
、
教
師

が
一
人
ひ
と
り
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
や
、
教
師

は
他
者
と
共
に
学
ぶ
こ
と
で
成
長
し
て
い
く
環
境
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、「
協
働
す
る
専
門

職
」
か
ら
「
協
創
す
る
専
門
職
」
へ
の
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
感
銘
を
受
け
た
。
今

後
、
私
自
身
も
異
な
る
専
門
性
を
持
つ
教
職
員
と
共

に
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
自
ら
の
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
を
見
つ
け
、
育
み
、
発
揮
し
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
未
来
志
向
を
も
ち
教
育
に
携
わ
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
抱
く
こ
と
が
で
き
た
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け

て
、
令
和
六
年
度
全
国
教
育
研
究
所
連
盟
研
究
協
議

会
（
福
井
大
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
は
、
加

盟
機
関
が
直
面
す
る
教
育
上
の
課
題
に
つ
い
て
、
実

践
研
究
等
の
成
果
を
も
と
に
研
究
協
議
を
行
い
、
学

校
教
育
の
改
善
・
充
実
に
向
け
て
、
加
盟
機
関
に
お

け
る
学
校
支
援
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
。
大
会
テ
ー
マ
「
新
た
な
教
師
の
学
び

を
支
え
る
教
育
研
究
所
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
も

と
、
基
調
提
案
、
基
調
講
演
、
分
科
会
が
行
わ
れ
、

教
育
活
動
の
方
向
性
や
具
体
的
な
取
り
組
み
に
示
唆

を
与
え
る
内
容
が
共
有
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
基
調
講

演
の
内
容
の
一
部
を
情
報
共
有
す
る
。 

 

〈
基
調
講
演
〉 

教
師
の
学
び
と
育
ち
の
変
革
に
向
け
た
「
研
修
観
」

の
転
換
と
「
協
創
」
の
実
現 

福
井
大
学
大
学
院
連
合
教
職
開
発
研
究
科  

木
村
優 

氏 

Ⅰ
〈
改
革
が
向
か
う
先Transform Direction

〉

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
を
担
う
教
師
の
養

成
・
採
用
・
研
修
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
「
新
た
な

教
師
の
学
び
の
姿
」
の
実
現
と
、
多
様
な
専
門
性
を

有
す
る
質
の
高
い
教
職
員
集
団
の
形
成(

答
申)

に
お

い
て
、
①
「
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
」
の
実
現
や

②
「
多
様
な
専
門
性
を
有
す
る
質
の
高
い
教
職
員
集

団
」
の
形
成
、
③
「
教
職
志
望
者
の
多
様
化
」
「
教

師
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
を
踏
ま
え
た
育
成
と

安
定
的
な
確
保
」
が
相
互
に
連
関
し
て
い
く
こ
と
が

提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。 

①
「
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
」
の
実
現 

教
育
の
質
向
上
を
目
指
し
、
教
師
の
学
び
の
姿
を

変
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
授
業
観
・
学
習

観
・
研
修
観
の
転
換
に
よ
り
、
教
師
は
最
新
の
教
育

理
論
や
実
践
を
取
り
入
れ
、
自
己
成
長
を
続
け
る
こ

と
が
促
さ
れ
る
。
特
に
、
理
論
と
実
践
の
往
還
を
重

視
す
る
こ
と
で
、
教
師
は
現
場
で
の
経
験
を
理
論
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
理
論
を
実
践
に
応
用
す
る
サ

イ
ク
ル
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

令和６年度 第 12３期教育研究員 

１１/６(水） 所内講座⑤「タブレット活用」 

11/８(金) 中間検討会Ⅰ（特別研究員） 

11/12(火) 中間検討会Ⅰ（教育研究員） 

11/26(火） 指導案検討会 

 

 

11月 教育研究所事業 
11/11日（月）初任者研修拠点校指導教員等連絡協議会③ 

13日（水）ICT情報教育推進部会⑥（公開授業） 

20日（水）情報教育講座Ⅲ(学校ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ編集基礎) 

21日（木）初任者研修（特活代表授業） 

22日（金）情報教育講座Ⅲ(学校ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ編集応用) 

27日（水）中堅教諭等資質向上研修会⑨ 

□各種研修・講座 

□初任者研修 特別活動 代表授業（11/21） 

特別活動 Eグループ 

授業者 ：桃原 慎 （古蔵中） 

特別活動 Aグループ 

授業者 ：伊禮希吏斗 （城岳小） 

 

11／6 所内講座「タブレット活用」 11/12 中間検討会Ⅰ 

11/2０ 情報教育講座Ⅲ 基礎 11/22 情報教育講座Ⅲ 応用 

11/11初任研拠点校指導教員等連絡会 

□次年度教育研究員募集 
◎応募期間  R6 10/1～11/30 
◎応募方法等は、右のQRコードから、ご参照下さい。 

11/1３ ICT情報教育推進部会「公開授業」 

授業者：座波俊雄（高良小）  



 


